
 

【検討会記録】 

１ 協議 ＊成果を○，課題を△で示す。 

 【提案１】 物体の浮き沈みは液体との密度の大小関係によって決まることを示す導入実験の工夫 

 物体の浮き沈みは，できあがった水溶液の密度と物体の密度との大小関係によることを示す

ために，鶏卵と食塩を用いた演示実験を行う。 

 

○  溶液の濃さが濃いほど密度が大きくなることが分かりやすく，生徒の興味・関心も高めることがで

きた。 

○ 鶏卵は身近な材料であり，さらに実験における再現性も高かった。 

○ 水，うすい食塩水，濃い食塩水と３段階で示した演示実験が，生徒の考えを深める手立てとなった。  

△ 生徒を課題に引き付けるために，演示ではなく，生徒に実験させたり，考える時間を長くとったり

できると良かった。 

△ 演示実験の内容が後ろの席からは見えにくかったので，モニターの使用などを工夫すると良かった。 

 

 【提案２】 キーワードを用いた学び合いを深める工夫 

 物体の浮き沈みを水溶液の密度，体積，質量と関連付けて総合的に考察させるために，話し

合いの場面でも「同じ濃さ」「密度」「体積」「質量」といったキーワードを使用し，食塩水と

砂糖水の浮き沈みの違いを説明させる活動を行う。 

 

○ 自分の力だけで課題に取り組むことが難しい生徒にとって，キーワードが

有効だった。特に「同じ濃さ」というキーワードが視点を明確化させた。 

○  各班にホワイトボードやキーワードのカードを用意したことで，話し合い

やまとめの活動が円滑に進んだ。 

△ 個別に考える場面からキーワードを示しておくと良かった。 

△ キーワードを生徒に出させたり，仮説を生徒にまとめさせたりする方法を工夫すると良かった。 

 

２ まとめ 

 仙台市標準学力検査の「質量が同じで密度がちがう物体は，体積ちがうことを説明する」設問におい

て，正答率が低く課題が見られた。そこで，今回の提案授業では，物体の密度の変化が何の変化に起因

するもので，密度が物体の浮き沈みにどのように影響するかを，実験を通して考えさせることをテーマ

とした。実験に使用する材料の選別から始めるなど，授業づくりを丁寧に行った。試行錯誤の中でたく

さんの失敗があったが，それらの失敗を経て成果が得られた。本提案授業を授業づくり・授業改善のモ

デルケースと考え，次の二点をまとめとしたい。 

 

①  科学的な見方や考え方を養うために，変える条件，変えない条件を考えさせる授業を実践して

いき，授業改善に取り組むこと。 

② 仙台市標準学力検査の結果を分析するなどして，自校の実態に合った指導方法を研究すること。 


